
 

第２０回 ＪＣＨＯ若狭高浜病院地域協議会 

 

【日 時】 令和 8 年 8 月 13 日（木）  １３：３０～１５：００ 

【場 所】 JCHO 若狭高浜病院 2 階会議室 

【参加者】 （敬称略、順不同） 

 四方 啓裕(福井県 嶺南振興局 若狭健康福祉センター医幹) 

 山下 泰央 (高浜町 保健福祉課長) 

 小原 嘉隆 (若狭消防組合 高浜分署長)  

 松岡 成和 (高浜町議会議員) 

 廣瀬 とし子 (高浜町議会議員) 

 横田 行雄 (たかはま地域医療サポーターの会代表) 

 秋野 裕信 (JCHO 若狭高浜病院長) 

【欠席者】 

 井階 友貴 (小浜医師会) 

JCHO 若狭高浜病院 

 木下 敦士  (事務長、会の進行)      

 葛本 有実子  (看護部長)     

 吉田 健一  (事務長補佐[総務])  

 中川 雅光  (事務長補佐[経理])  

 永井 清史  (事務長補佐[医事])  

 髙田 想一郎  (事務局、総務企画係長)       

 

１. 開会 

２. 院長挨拶 

３. 会員紹介 

４. 院内システム整備について（木下 事務長） 

５. その他（質疑応答・意見交換） 

６. 閉会 

 

 

 



会員紹介 

 今年度より新たに当院の地域協議会にご参加いただくことになりました松岡茂和議員です。 

 また、本日は井階友貴医師が所用のため、欠席となります。 

 

今回、初めてご出席いただいている委員の方がございますので、簡単に当協議会の目的等に

ついてご説明させていただきます。 

「当院は、平成 26 年 4 月より独立行政法人へ改組した訳ですが、その際に独立行政法人地域

医療機能推進法によって『地域において必要とされる医療や介護を提供する機能の確保を図り、

公衆衛生の向上及び増進並びに住民の福祉の増進に寄与する運営に努めるよう、広く利用者そ

の他の関係者の意見を聴く』を目的として、各病院において地域協議会を年に複数回開催すると

ともに、それらについて情報公開するよう義務付けられたものです」この一環として、年に 2 回程

度の地域協議会を開催し、当院からは現状や将来構想、また地域の皆様から病院運営に関して

ご意見等をお聞きしているところです。 

 

当職より「院内システム整備」につきまして、お示しさせていただきます。 

【議題：院内システム整備について】 

 院内システムとは、医療の質と業務効率を高めるための総合的な情報システム群を指す。患者

情報を一元管理し、部門間(部門システム間)で共有する仕組みです。 

 2012 年 4 月に紙カルテから初めての電子カルテへの切り替えを行い、その後 2024 年 6 月に電

子カルテ更新を予定していたが、諸事情が発生し未更新の状況です。 

 従いまして、現行院内システムは 15 年目を迎えており、サーバーも含め老朽化が深刻化してい

ます。そこで、改めて 2026 年春に院内システム整備更新を目的とし、院内に整備プロジェクトを立

ち上げ、更新に向けて検討中です。 

 次回の整備に関わる入札方式は総合評価方式を予定しており、価格については物価高騰や人

件費高騰の影響もあり、前回価格より高額になる事を見込んでおります。 

 今後の方針として下記ステップで進行予定 

１．院内システム整備プロジェクトを立ち上げ(2026 年 5 月 8 日) 

２．前契約不履行のため、再度本部・地区事務所に入札方式(最低価格方式から総合評価方式)

に変更し申請を行う。 

３．整備プロジェクトの下部組織として各部門ワーキングチームを立ち上げて、システムは基本仕

様を原則とするが、部署ごとの要望を汲み取る。 

４. 整備に関わる財源の確保 

５．財源確保の一環、冗費を含む費用の大幅な圧縮計画(委託費削減、購入伺い抑制)の立案 

６．地域貢献を目的と併せて業務改善の一環として病棟の再整備 

(3・4 階病棟の機能入れ替えを 11/1 に予定) 

７．2027 年夏ころの院内システム整備の完了を目指す。 



【その他】 

 予てよりご要望をいただいておりました健康管理センターの手すり設置につきまして、無事に完

了いたしました。 

 少しずつではございますが、地域住民の皆様にご利用いただきやすい環境となるよう、引き続き

改善を進めてまいります。 

 

【ご意見】 

・MRI の導入にあたっては、ドック受診者や患者側の希望にとどまらず、医師が診療において積極

的に活用していく運用体制の構築が重要である。また、読影体制の確保策として、海外委託（遠

隔画像診断）の検討も一案ではないか。海外では時差を利用して夜間に国外の専門医へ読影を

委託する事例もあり、国内委託と比較してコストを抑えつつ迅速に読影体制を整えられる可能性

がある。 

・老健施設に関する情報についても、この会で伺いたいと思います。病院の協議に焦点が当たっ

ていますが、町民からは老健施設に関する質問もあり、情報を得る機会がないため回答に窮して

いる状況です。 

 

【閉会】 

 次回、第 2 回は MRI 更新整備後の 1～2 月頃を予定しております。 

 直近の地域協議会では厳しい現状の報告が中心となりましたが、次回以降は前向きな展望に

ついても共有したいと考えております。 

 具体的には、12 月末から翌年 1 月中旬にかけて MRI の納入・設置が予定されており、こうした

明るい話題も議題に含める方針です。 

 今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

以上 

 


